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20260524  猪高の森自然観察会  2026年 5月報告書 

猪高の森自然観察だより 2026・5月号       

開催日時：2026年 5月 24 日（日）  

テーマ：ショウブとアヤメ科の花たち・５月の谷地田 

  天候：晴れ  気温：最低 17.8℃、最高 25.2℃  

                              （名古屋に 於いて） 

参加者：19 名（内 NACS-J 会員 3名） 

コース：森の集会所 → 井堀の大楠 → 井堀下池  → 井堀 

の谷地田  → （復路） →森の集会所 （地図は下記の URL からみられます） 

（https://www.city.nagoya.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/014/031/r40603_itakaa

nnaizu.pdf ） 

 長く雨が降らず、降ったと思ったら気温の高めの日が続き、結果として花たちが咲き急ぎ、急ぎ

散るように感じます。下見の時に咲いていた花が、本番時には咲き終わっている事例が続出！ 

 この 5 月にも真夏日が出るなど、季節の移り変わりに変化が起こってきているように感じます。私

たちも含め、自然の中で生きている者たちも生活のパターンを変えていかざるを得ないのかもし

れません。                       （左上の画像はナナフシモドキの幼虫） 

 

〇ハナショウブ・カキツバタ・アヤメの見分け方 

「花菖蒲（ハナショウブ）」「杜若（カキツバタ）」「菖蒲（アヤメ）」は、いずれもアヤメ科の多年草でよ

く似ていますが、「咲く場所（環境）」と「花びらの根元の模様」で見分けるのが最も簡単です。  

3 つの花の違いと見分け方 

花の名前  生えている場所 花びらの根元の模様 見頃の時期 

花菖蒲 

(ハナショウブ) 

湿地〜やや乾燥した場

所 
黄色い網目状の筋がある 6 月上旬〜中旬 

杜若 

(カキツバタ) 
水の中・湿地 白い筋がある 5 月中旬〜下旬 

菖蒲 

(アヤメ) 

乾いた畑や野原（陸

地） 
網目模様がある（黄色や白） 5 月中旬〜下旬 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハナショウブ 黄色い筋 

 

カキツバタ 白い筋 アヤメ 網目模様 

https://www.city.nagoya.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/014/031/r40603_itakaannaizu.pdf
https://www.city.nagoya.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/014/031/r40603_itakaannaizu.pdf
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1. 花菖蒲（ハナショウブ） 

• 特徴： 野生種をもとに品種改良されたものです。園芸種は非常に多彩で、花が一番大き

く、華やかです。開花期には水を大変好みますので、栽培時には水切れに注意します。 

• 見分け方： 花びら（外花被片）の中央に鮮やかな黄色の斑紋（筋）が入っています。  

2. 杜若（カキツバタ） 

• 特徴： 万葉集や伊勢物語にも詠まれた日本の在来種です。「いずれが菖蒲（あやめ）か

杜若（かきつばた）」という、どれも美しくて優劣がつけがたいことを意味する慣用句の由

来にもなっています。常時水に浸っている場所に生えます。 

• 見分け方： 花びらの中心にスーッと伸びた白い筋が入っています。  

3. 菖蒲（アヤメ） 

• 特徴： 3つの中で最も背が低く、山野の草地など水はけの良い場所に自生します。 

• 見分け方： 花びらの根元に網目状（綾目）の模様があるのが最大の特徴です。 

 

〇ショウブとハナショウブは違う植物です！ 

「花菖蒲（ハナショウブ）」と「ショウブ（菖蒲）」は、名前は似ていますが「全く別の植物」です。  

日常で「ショウブ」と言うとき、華やかな紫の花（花菖蒲）をイメージする人が多いですが、植物学

上のショウブは地味なガマの穂のような花しか咲きません。  

違いの比較まとめ 

項目  花菖蒲（ハナショウブ） ショウブ（菖蒲） 

見た目（花） 豪華で鮮やかな大輪の花 地味で黄緑色の「ガマの穂」のような花 

植物の分類 アヤメ科 ショウブ科（元サトイモ科） 

香り ほとんど無い 葉や根に強い柑橘系の芳香がある 

主な用途 花を楽しむ（観賞用、生け花など） こどもの日の「菖蒲湯（しょうぶゆ）」 

 

左の画像は「ショウブ」の花 

 

ショウブ（菖蒲）の名前の由来は、中国から伝わった漢名

の「菖蒲（しょうぶ）」を音読みしたものです。また、「勝

負（しょうぶ）」や「尚武（しょうぶ：武道・軍事を尊ぶ

こと）」という言葉に通じることから、端午の節句に欠か

せない縁起の良い植物として定着しました。 
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奈良時代頃の日本では、ショウブのことを「アヤメ（菖蒲・文目）」または「アヤメグサ」と呼んでい

ました。現在花として知られるアヤメやハナショウブは全く

別の植物ですが、もともとはショウブを指す名前が混同され

て現在に至っています。 

 

 

 

 

 

  

〇オニタビラコ、 コオニタビラコ、 ヤブタビラコの見分け方を覚えよう！ 

オニタビラコ、コオニタビラコ、ヤブタビラコの 3種は、いずれも道端や田畑で見かけるキク科の

黄色い身近な野草ですが、「全体の姿勢（草丈）」、「花びら（舌状花）の数」、「種（果実）の綿毛の

有無」に注目すると簡単に見分けることができます。  

最も分かりやすい特徴と、詳細な比較を以下にまとめました。 

一目でわかる！最も簡単な見分け方

 

3種の見分け方・特徴比較表 

特徴  オニタビラコ 
コオニタビラコ（春の七草のホトケ

ノザ） 
ヤブタビラコ 

育ち方・草丈 
直立して大きく育つ（20〜

100cm） 

地面を這う（花期に少し立つ、4〜

25cm） 
地面を這うように広がる（低め） 

花びらの数 15〜20枚（多め） 6〜12枚（明らかに少ない） 15〜20枚（多め） 

花のあとの種 白い綿毛（冠毛）がある 綿毛はない（先端に突起がある） 綿毛はない 

花の向き 
咲き終わっても上〜横を

向く 

咲き終わると下を向く（首を垂れ

る） 

咲き終わると下を向く（卵型に膨ら

む） 

茎や葉の毛 短い軟毛が全体に生える ほぼ無毛でつるっとしている 軟毛がやや多く生える 

その他 
茎を折ると白い乳液が出

る 
水田や湿った畦道によく生える 日陰や藪、やや湿った道端に多い 

 

 

キショウブ 

要注意外来生物に指定されています。 

繫殖力が強く、カキツバタやショウブなどの

在来種を駆逐してしまう恐れがあります。 

「タビラコ（田平子）」の名前の由来は、田んぼの地面に張り付くように葉を平らに広げる様子（田に

平らに這う子）に由来します。 
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各種類の詳しい特徴 

1. オニタビラコ（鬼田平子） 

• 見分けのポイント：とにかく「大きくて自立している」のが特徴です。名前に「鬼」とつくだけ

あって、他の 2種に比べて圧倒的に大きく、1本の発達した茎の先に小さな黄色い花をブ

ドウの房のようにたくさん咲かせます。 

• 決定的な違い：タンポポのような白い綿毛（冠毛）が種の先につくため、花が終わると白く

丸い綿毛のボールになります（他の 2種には綿毛がありません）。また、茎を折ると白い

汁が出ます。 

2. コオニタビラコ（小鬼田平子） 

• 見分けのポイント：春の七草の「ホトケノザ」の正体です。地面に平らに葉を広げ、10cm

前後の細い茎の先に数個だけ花を咲かせます。 

• 決定的な違い：花びら（舌状花）の枚数が 10枚前後と非常に少ないため、花びらと花び

らの間にすき間が見え、どこか寂しげな見た目をしています。また、茎や葉に毛がほとん

どないため、触ると柔らかくツルツルしています。 

3. ヤブタビラコ（藪田平子） 

• 見分けのポイント：コオニタビラコとそっくりで、同じように地面を這うように育ちます。 

• 決定的な違い：コオニタビラコに比べて花びらの数が 15〜20枚と多く、花がギュッと詰ま

って八重咲きのように見えます。コオニタビラコと違って茎や葉に細かい毛がたくさん生え

ているため、そこでも見分けることができます。 

観察のコツ 

花が咲いている時期（3月〜5月頃）であれば、まずは「上に向かって高く伸びているか（オニタビ

ラコ）」、地を這うタイプなら「花びらが少なくてすき間があるか（コオニタビラコ）」、「花びらがフサ

フサ多いか（ヤブタビラコ）」、このステップでチェックすると一発で見分けることができます。  

 

 

 

 

 

 

オニタビラコ 

上に向かって高く伸び、花びらの

枚数が多い。 

コオニタビラコ 

地を這い、花びらが少なく、

すき間がある。 

ヤブタビラコ 

地を這い、花びらが多い。 
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〇大きいガガンボは指標生物だった！？ 

ガガンボは、蚊を一回り大きくした

ような見た目で、とても細長い脚を持

つ昆虫です（別名：カトンボ）。蚊に

似ていますが、人を刺すことはなく

吸血もしないため、人への直接的な

害はありません。 

この時見つけたのは、日本最大

種の「ミカドガガンボ」。止まった時の

広げた足の端から端まで 12～13 ㎝

ありました。 

これは、森の集会所の壁に止まっ

た時の画像です。 

この種の成虫は花の蜜などを吸

い、幼虫は水中の腐植質や落ち葉などを食べて暮らしています。京都府レッドデータブックによる

と「全国的に分布するが個体数が少なく、かつ環境指標性が高い」とされています。 

この場合の環境指標性とは 

「幼虫の生育に必要な水辺や湿潤な土壌、豊かな森林環境が保たれている」 

ことの目安です。 

 この猪高緑地が、豊かな自然環境が保たれている一つの指標となるようです。 

指標生物（環境指標種）とは、生息する環境条件が限られており、特定の環境変化や汚染に

敏感に反応する生物のことです。  

その生物が生息しているか・減少しているかを観察することで、調査が難しい水質や大気汚染な

どの環境状況（きれいさや汚染度）を簡易的かつ総合的に評価できます。  

（ Wikipedia 及び EIC ネットを参考にしています。） 

〇井堀の谷地田には、今、こんな生き物はたちがいました。 

 観察会当日と３１日に開催された「自然共生サイト認定記念イベント：田んぼの生き物さがし」 な

どで見つかった今月の「谷地田の生き物たち」です。 

 カエル（ヌマガエルなど４種）、オタマジャクシ（ウシガエルなど２種）、アメリカザリガニ、種々のヤ

ゴ（イトトンボ含む）、アメンボ、水生昆虫（２種）、クサガメ（幼体）、シオカラトンボ、イチョウウキゴケ

など 

 見られた生き物たちの中には多くの自治体で「絶滅危惧種や準絶滅危惧種に指定されている

種」もあり、農薬や化学肥料を使っていないこの谷地田が、前項に続き豊かな自然環境が保たれ

ている事がわかり

ます。 

 

 

 
オタマジャクシもヤゴも沢山います。 
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〇５月の下見及び定例会などで観られた生き物たち（順不同、園芸種・植栽種含む、前項と重複

せず） 

・木の花 

 アジサイの仲間、イボタノキ、ウメモドキ、カナメモチ、ガマズミ、キリ、ゴンズ

イ、サカキ、センダン、トウネズミモチ、ミヤマイボタ、ムラサキシキブ、 

・草の花 

 アレチハナガサ、イモカタバミ、ウラジロチチコ

グサ、オオニワゼキショウ、オオバコ、オッタチカ

タバミ、オニタビラコ、カキツバタ、カタバミ、キシ

ョウブ、ギシギシ、ケキツネノボタン、コウゾリナ、シロツメクサ、スイ

バ、セイヨウタンポポ、ニガナ、ノアザミ、ヒメイワダレソウ、ヒメジョオ

ン、ヒメコバンソウ、ヒメブタナ、ミヤコワスレ、ムラサキカタバミ、ヤブ

タビラコ、ユウゲショウ 

・鳥の仲間（〇）は声のみ 

 アオゲラ（〇）、ウグイス、キビタキ、コゲラ、サンコウチョウ（〇）、シジュウカラ、スズメ、セグロセキ

レイ、ダイサギ、ツバメ、ハクセキレイ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヒヨドリ、ムクドリ、メジロ 

・昆虫類 

 アカボシゴマダラ、カマキリ幼虫、キタキチョウ、キマダラヒカゲ、コムラサ

キ、ツマグロヒョウモン、テングチョウ、 ハラビロトンボ、ハンノキハムシ

（幼虫）、ハンノキキイロモモブトハバチ（幼虫）、ベニカミキリ、ホシミス

ジ、ミドリシジミ 

・その他 

 アオダイショウ（？）、イセノナミマイマイ、カナヘビ、ザトウムシ、シャコグモ？ 

 

 

次回観察会は 6月 28 日（日）森の集会所集合 9：30～です。 

（雷ナウキャストにて雷発生の危険のある場合は中止） 

名東自然俱楽部の HP では毎月の猪高の森の自然観察会の紹介を

しています。 

https://sizen.ciao.jp/index.html からご覧になってくだ

さい。 

  （右上の自然観察グループをクリックしてください） 

 

 

 

 

 

サカキの花 

ノアザミとチャバネセセリ 

ミドリシジミ 

羽化したてのイトトンボ 

https://sizen.ciao.jp/index.html

